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以上に述べた結果をまとめよう｡可積分系と非可積分系の波動関数には､位相回復のしやす
さに大き･な違いがある可能性がある｡その原因は､(C,p)空間におけるラグランジアン多様体の
間の量子干渉である｡非可積分系の波動関数では､馬蹄形力学のよる多様体の折り畳みによって
量子干渉が発生し､これが位相回復を困難にする｡
ここで述べた結論が､具体的なアルゴリズムに依存することも考えられる｡例えば2次元以
上では､形式的には一意な位相回復を保証するアルゴI)ズムが提案されている｡しかし､そのよ
うなアルゴリズムは実際には不安定であることが多い｡その場合､不安定生の原因がラグランジ
アン多様体の圭子干渉である可能性もある｡なぜなら多様体の量子干渉は位相の特異点(Q関数の
ゼロ点)を作り出すからである｡その回りでは､波動関数の位相が激しく変化している｡そのた
め､その付近の位相の詳しい情報が得にくくなっているであろう｡ もしこの推測が正しければ､
これは圭子カオスと散逸の関係についても､よりミクロな見方を提供するであろう｡ このような
立場から､位相回復と散逸の起源の関係を調べていくのが今後の課題である｡
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